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特
　集

地
域
防
災
の要と

し
て



特
　集

　堀
越
議
員
・
蕎
麦
田
議
員
が
聞
く

地
域
防
災
の
要
と
し
て

Q 

普
段
は
ど
の
よ
う
な 

 

お
仕
事
を
さ
れ
て 

 

い
る
の
で
す
か
。

　
原
団
員　
私
は
、
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
石
本
団
員　
私
も
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
井
上
団
員　
私
は
大
型
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。

　
寺
田
団
員　
私
は
、
郵
便
局
員
で
す
。
な
お
、

入
道
団
員
は
、
自
動
車
整
備
士
で
す
。

特
　集

石 本さん 入 道さん

寺 田さん井 上さん 原 さん

竹
原
市
消
防
団
を
代
表
し
て
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た

広
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

Q 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
出
初
式
の
前
に
早
朝

か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
３
分
団
第
３
部
１
班
の
原
で
す
。
操
法
大

会
で
は
指
揮
者
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
同
じ
く
第
３
分
団
第
１
部
２
班
の
井
上
で
す
。

１
番
員
で
す
。

　
同
じ
く
第
３
分
団
第
２
部
２
班
の
寺
田
で
す
。

３
番
員
を
し
ま
し
た
。

　
第
３
分
団
第
１
部
２
班
の
石
本
で
す
。
補
助

員
を
し
ま
し
た
。
あ
と
、
今
日
は
仕
事
の
都
合

で
参
加
で
き
な
か
っ
た
第
３
分
団
第
４
部
２
班

の
入
道
団
員
が
２
番
員
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

堀
越
議
員
・
蕎
麦
田
議
員
が
聞
く

地
域
防
災
の
要
と
し
て
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Q 

普
段
の
お
仕
事
が
あ
る
中
で
、 

 

ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
練
習
は 

 
大
変
で
し
た
ね
。

　
石
本
団
員　
は
い
。
な
か
な
か
５
人
全
員
が

揃
う
の
が
難
し
く
て
、
そ
れ
で
も
毎
週
日
曜
日

の
午
後
７
時
か
ら
仁
賀
小
学
校
で
練
習
を
し
ま

し
た
。

　
原
団
員　
他
の
部
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Q 

ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
参
加
し
て 

 

み
て
、
ど
う
で
し
た
か
。

　
井
上
団
員　
緊
張
し
ま
し
た
。

　
原
団
員　
練
習
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
、
本

番
で
は
ミ
ス
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
寺
田
団
員　
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
器

具
の
扱
い
に
も
慣
れ
た
し
、
一
つ
一
つ
の
基
本

動
作
に
意
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
石
本
団
員　
部
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
出
来
た
し
、
普
段
の
活
動
に
役
立
つ
と

思
い
ま
す
。

Q 

日
頃
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を 

 

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
石
本
団
員　
定
期
的
に
は
、
車
両
や
器
具
の

点
検
を
し
て
い
ま
す
。

　
寺
田
団
員　
梅
雨
前
に
は
、
水
防
訓
練
で
土

嚢
や
シ
ー
ト
張
り
工
法
の
訓
練
を
し
ま
す
。

　
原
団
員　
山
火
事
防
止
の
広
報
、
春
と
秋
の

火
災
予
防
の
広
報
、
災
害
時
に
は
避
難
の
呼
び

か
け
の
広
報
で
地
域
を
回
り
ま
す
。

Q 

避
難
の
呼
び
か
け
で
工
夫 

 

し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
原
団
員　
出
来
る
だ
け
、
ゆ
っ
く
り
話
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
寺
田
団
員　
そ
れ
で
も
、
窓
を
閉
め
て
い
る

と
聞
こ
え
な
い
の
で
、
風
や
雨
が
強
く
な
ら
な

い
う
ち
に
、
明
る
い
間
に
広
報
に
回
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
石
本
団
員　
内
容
が
全
部
聞
き
取
れ
な
く
て

も
、
広
報
を
き
っ
か
け
に
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得
て
、
避
難
行
動
に
つ
な

が
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

Q 

元
日
か
ら
能
登
半
島
で
は 
 

地
震
が
起
き
ま
し
た
が
、 

 

ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

　
井
上
団
員　
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
事
で
、

こ
の
家
に
誰
が
住
ん
で
い
る
の
か
、
何
人
住
ん

で
い
る
の
か
、
支
援
が
必
要
な
人
が
い
る
か
な

ど
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
原
団
員　
地
域
の
行
事
な
ど
を
通
じ
て
、
顔

見
知
り
の
関
係
を
築
く
と
、
災
害
の
時
に
声
を

か
け
や
す
い
で
す
。

Q 

市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
石
本
団
員　
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
で
消
防

団
を
も
っ
と
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
原
団
員　
団
員
募
集
中
で
す
。

　
寺
田
団
員　
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、

早
め
の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
◆  

ま
と
め
コ
メ
ン
ト

　
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
防
災

の
要
と
し
て
日
々
研
鑽
を
積
ま
れ
て
い
ま
す
。

有
事
の
際
に
は
日
ご
ろ
の
訓
練
で
培
っ
た
技
術

を
活
か
し
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
問
わ
ず
に
活
動
さ
れ
て
い
る
姿
は
、
究
極

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
身
の
安
全
を
し
っ
か
り
と
担
保
し
、
今
後

も
消
防
団
活
動
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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・委員長　川本　円　・日 程／１１月８日～１０日

●大田区不登校対策アクションプランについて ≪東京都大田区≫
　　�　令和3年度に旧区立図書館に御園中学校を本校とする不登校特例校（現学びの多様化学校）�
「みらい学園中等部」を設置し、現在に至っています。義務教育課程を編成して授業を実施する
ことが出来る制度となっていますが、学園の考え方として「温室の中に温室を作らない」とし、
特に3年生に進級したら、ほぼ全生徒が次のステップ（高校進学）に向けた勉強を積極的に行っ
ています。

　　�　カリキュラムの見直しにより、1015時間から980時間まで授業時間数を削減し、個々の状況に
応じた支援を行っていますが、単なる不登校生徒の居場所を
作ることを目的としておらず、限られた時間数において学習
の遅れや進路選択に向けた指導を行っているのがとても印象
的でした。大田区の不登校児童・生徒の数は1000人を超える
中、「みらい学園」の定数は1学年8人で3学年合計で24人と
わずかではありますが、生徒の将来や社会的なつながりを特
に重視している姿勢がよく見てとれました。

●交通空白地域対策について ～丘陵地ワゴンタクシーの概要～ ≪東京都日野市≫
　　�　日野市内全域において、公共交通の課題解決に向けて地域公共交通総合連携計画を策定し、①最
寄りの3大商業拠点へ乗り継ぎなしのアクセス②市役所及び市立病院へ乗り継ぎ1回以内でのアク
セス③市民にとってわかりやすく利用しやすい公共交通を基本方針に対策を推進されてきました。

　　�　当初は市民の要望に可能な限り応えようとしましたが、計画と実績が伴わない路線が増えたこ
とから、行政主体の計画運用からの脱却を図り、地域住民参
加型の委員会を立ち上げました。そこで本当に必要か否かの
議論から始めた結果、特に丘陵地や交通空白地におけるミニ
バス・ワゴンタクシーの運行にたどり着いたとお聞きしまし
た。市民の要望に応えることは当然、大切なことだとは考え
ますが、将来にわたり維持できる公共交通の必要性を痛感い
たしました。

●ルミエール府中について ～PFI方式を導入した複合施設～ ≪東京都府中市≫
　　�　東京都府中市では、平成19年度に初めてPFI方式を導入し、新たな文化、情報、コミュニティ
推進の拠点をコンセプトとして、市民会館と中央図書館の複合施設を開設されました。延べ床面
積が14,190平方メートルの巨大な施設で圧倒されました。

　　�　令和4年度からは、第2期のPFI事業として改修工事、管理、運営を行っていると聞きました。
　平日の夕方からの視察ではありましたが、多くの市民の皆さんが図書館や市民会館を利用され
ており、それも驚きでありました。

　　�　本市においても、これから複合施設の建設に向けて動き始
めており、市民にとっても使い勝手の良い施設となるような
議論を深めていきたいと思いました。

・�これらの他に、東京消防庁本所防災館にて、防災体験を行いました。

総 務 文 教 委 員 会 行 政 視 察
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・委員長　下垣内　和春　・日 程／１１月５日～７日

●うすき石仏ねっとについて ≪大分県臼杵市≫
　　�　「うすき石仏ねっと」は市民の皆さんに石仏カードを提示していただき、病院、歯科医院、訪問
看護ステーション、薬局、介護施設、消防署等の参加施設の間で、病状、薬の内容、検査結果など
を共有することにより、効率的な医療介護提供体制を作る仕組みです。その効果として、関係者
で情報を共有し、無駄のない安心安全で質の高い医療介護サービスの提供や救急時の適切迅速な
初期対応に役立っています。また、災害時にも医療や援助が必要となる方の情報共有が可能です。

　　�　今後は、妊娠期から終末期までの生涯にわたり、健診結果
の情報が医療介護分野での利活用が出来る仕組みを構築し、
さらなる充実を図る見込みです。

　　�　竹原市においては、医療と介護が連携した在宅医療の推進
を目的に「竹原地域医療介護推進協議会（バンブーネット）」
が組織されており、在宅医療や認知症に関する啓発や多職種
による研修会など連携を深める活動をされています。

●荒廃竹林整備推進事業について 《大分県大分市》
　　�　全国的に過疎化や高齢化の影響により、放置されたままの森林や竹林が増加しており、里山の
保全機能の衰退が懸念されています。竹原市においても同様の状況となっているため、大分市が
実施している荒廃竹林の整備状況を視察しました。大分市の荒廃竹林整備事業には「荒廃竹林整
備推進事業補助金制度」と「竹粉砕機貸出事業」があります。「荒廃竹林整備推進事業補助金制
度」は持続可能な竹林整備を実施する者に対して、国の森林環境譲与税を活用し、竹林整備のた
めの伐採費用等を支給する事業です。

　　�　補助対象者は森林所有者、NPO団体、森林組合等で、支給
内容は①伐竹整備②管理用作業道の開設費用③整備対象地の
調査測量費用であり、令和５年度の予算総額は5,646千円と
なっています。「竹粉砕機貸出事業」は伐採竹の処分を対象
とした貸出事業です。貸出は無料で、燃料費は使用者負担と
なっています。粉砕竹は土壌改良材として利用されています。

●全国トップレベルの子育て支援について ≪大分県豊後高田市≫
　　�　大分県豊後高田市は人口約22,000人で竹原市と同じ規模ですが、「全国トップレベルの子育て
支援を本気で目指しています」と宣言されている市です。

　　�　行政とNPO法人との連携により、子育て支援拠点施設の充実、一時預かりサービスの充実等の
支援体制の強化、子育て応援誕生祝い金や乳幼児から高校生までの医療費や給食費、市営塾等を
無料とし、きめ細やかな取り組みを実施されていました。このような手厚い子育て支援と子育て
世代の移住定住にも力をいれた結果、全国住みたい田舎ベストランキングでは、11年連続でベス
ト３に選ばれ、出生数においては、令和２年度149名、令和3
年度166名、令和4年度120名と毎年高い出生数を維持してい
ます。少子化対策は最大の高齢者福祉でもあるため、子育て
支援を「未来への投資」として取り組んでおられる豊後高田
市を参考にしていきたいと思います。

民 生 都 市 建 設 委 員 会 行 政 視 察
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議案
番号

議案名等 議案等の概要
付

　託

委
員
会

平

　井

村

　上

蕎
麦
田

下
垣
内

今

　田

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

大

　川

道

　法

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

報告
第 10 号

令和 5 年度竹原市一般会
計予算の補正について

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
給付事業を実施するために行った補正予算の
専決処分について報告するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

承認

議案
第 62 号

竹原市固定資産評価審査
委員会委員の選任につき
議会の同意を求めること
について

竹原市固定資産評価審査委員会委員中 下岡
従道 委員は、令和 6 年 1 月 31 日をもって任期
満了につき、その後任委員を選任しようとす
るもの（宮地　憲二氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

同意

議案
第 63 号

広島県市町総合事務組合の
共同処理する事務の変更及
び広島県市町総合事務組合
規約の変更について

府中町職員の退職手当の支給に関する事務を
共同処理するため、広島県市町総合事務組合
の共同処理する事務を変更し、これに伴い広
島県市町総合事務組合規約を変更するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 64 号

工 事 請 負 契 約 の 締 結 に 
ついて

楠通地区浸水対策事業雨水ポンプ場機械設備
整備工事の工事請負契約を締結することに 
ついて、議会の議決を求めるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 65 号

竹原港北崎旅客ターミナ
ルの指定管理者の指定に
ついて

竹原港北崎旅客ターミナルの指定管理者を 
指定するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 66 号

竹原市職員の給与に関す
る条例の一部を改正する
条例案

人事院の令和 5 年 8 月 7 日付けの給与改定に 
関する勧告等を考慮して、職員の給料月額、期末
手当及び勤勉手当の支給割合を改定するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 67 号

竹原市議会議員の議員報
酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する
条例案

令和 5 年度竹原市職員の給与改定に合わせ、
市議会議員の期末手当の支給割合について 
改定するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

長 ○ × ○ × 原案
可決

議案
第 68 号

竹原市特別職の給与及び
旅費に関する条例の一部
を改正する条例案

令和 5 年度竹原市職員の給与改定に合わせ、
市長、副市長及び教育長の期末手当の支給割
合について改定するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

長 ○ × ○ × 原案
可決

議案
第 69 号

竹原市道路占用料徴収条
例の一部を改正する条例
案

道路法施行令の一部が改正されたことを踏ま
え、市が徴収する道路占用料の金額について
見直しをするもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 70 号

竹原市都市公園設置及び
管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 
する条例案

総合公園バンブー・ジョイ・ハイランドのテニ
スコート 4 面を人工芝生化することに伴い、 
新たな使用料を設定するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第 71 号

竹原市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例案

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
に関する基準の一部が改正されたことに伴い、
条例中における引用条項等の整理を行うもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 72 号

竹原市パートタイム会計
年 度 任 用 職 員 の 報 酬、 
期末手当及び費用弁償に
関する条例の一部を改正 
する条例案

令和 5 年度竹原市一般職の常勤職員の給与改定
に合わせ、パートタイム会計年度任用職員の報酬
額及び期末手当の支給割合について改定すると
ともに、地方自治法の一部が改正されたことを
踏まえ、勤勉手当を新たに支給にするもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 73 号

竹 原 市 フ ル タ イ ム 会 計 
年 度 任 用 職 員 の 給 与 に 
関する条例の一部を改正
する条例案

令和 5 年度竹原市一般職の常勤職員の給与改
定に合わせ、フルタイム会計年度任用職員の給
料月額及び期末手当の支給割合について改定
するとともに、国の非常勤職員との均衡を踏
まえ、勤勉手当を新たに支給するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 74 号

竹原市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例案

産前産後期間における国民健康保険税を減額
する額の表記を改めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 75 号

令和 5 年度竹原市一般会
計補正予算（第 5 号）

歳入歳出それぞれ 86,583 千円を増額補正 
するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 76 号

令和 5 年度竹原市国民健
康保険特別会計補正予算

（第 2 号）

歳入歳出それぞれ 360,000 千円を増額補正 
するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 77 号

令和 5 年度竹原市介護保険
特別会計補正予算（第 2 号）

歳入歳出それぞれ 4,671 千円を減額補正する
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 78 号

令和 5 年度竹原市下水道事
業会計補正予算（第 1 号）

収益的収入及び収益的支出それぞれ 4,679 千
円を増額補正し、資本的支出1,323千円を増額
補正するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 79 号 財産の無償譲渡について 湯坂温泉第 2 泉源を無償で譲渡しようとする

ため、議会の議決を求めるもの
総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 80 号

竹原市手数料条例の一部
を改正する条例案

地方公共団体の手数料標準に関する政令の 
一部が改正され、本籍地以外での戸籍謄本等
の交付などの新たな事務に係る手数料の標準
額が定められたことを踏まえ、当該事務に係
る手数料を定めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ 退

席
原案
可決

議案
第 81 号

令和 5 年度竹原市一般会
計補正予算（第 6 号）

歳入歳出それぞれ 77,812 千円を増額補正 
するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

●令和5年第4回定例会　議案概要・採決結果 令和5年12月12日～令和5年12月22日　○は賛成　×は反対　
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… 主 な 議 案 …

議案第64号  工事請負契約の締結について

議案第81号  令和5年度竹原市一般会計補正予算（第6号）

議案第65号  竹原港北崎旅客ターミナルの指定管理者の指定について

・内　　容／ 楠通地区浸水対策事業雨水ポンプ場機械設備工事の請負契約を締結することについ
て、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定
により、議会の議決を求めるもの。

�・質　　疑／ ポンプ設置工事を行える業者は市内にいないのか、また分離発注された工事に関し
て、市内業者による施工は可能か。

・答　　弁／�ポンプ設置工事を受注できる業者は市内にいない。土木工事は市内業者への発注を
予定している。

・内　　容／ 指定管理者の選定については、公募したところ１者の応募となり、指定管理者選定
委員会において提案内容を審査し、指定管理者候補者として適当であると認めたこ
とから、令和6年4月1日から令和11年3月31日までの間、株式会社グローバルリゾ
ートを指定管理者として指定するため、議会の議決を求めるもの。

�・質　　疑／ 今回の指定管理候補者の株式会社グローバルリゾートの選定審査点、52.4点は低す
ぎるのではないか。

・答　　弁／�選定委員会では50点を基準としている。また、今後指定管理候補者が新庄のホテル
計画との連携やその他の提案を受け、幅広い事業に取り組むことを期待する意見を
付しての判断です。

●中小企業者等燃料費等高騰対策支援金事業
・内　　容／ 電力・ガス等の物価高騰の影響を受けている中小企業者及び農業者等の負担軽減を

図るため、電力料金等の高騰に係る支援金を給付する。

�・質　　疑／ 対象件数及び周知の方法は。

・答　　弁／�対象件数は約500件であり、周知の方法としては、広報等にて行うと同時に、商工
会議所から対象事業者へ直接ご案内していただいております。

●電子マネーを活用した消費喚起事業
・内　　容／ 原油価格の高騰により減少した市内での経済活動について、消費行動を促進するた

め、電子マネーを活用した消費喚起事業を実施する。

�・質　　疑／ 商品券を扱われる加盟店及び電子マネー導入店舗の数は現在何店か。また、こい
Payは使用可能か。

・答　　弁／�加盟店は約250店、電子マネー導入店舗については約380店舗。また、利用率の９
割がPayPayとなっているため、PayPayのみの運用とさせていただきました。
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質
問  

創
建
ホ
ー
ム
本
社
仮
移

転
費
と
三
原
市
営
業
所
分
含
む

計
15
百
万
円
が
公
金
か
ら
執
行

さ
れ
た
が
、
一
営
利
企
業
へ
の

公
金
支
出
に
法
的
問
題
は
な
い

の
か
。
特
に
三
原
市
分
に
つ
い

て
は
、
行
政
圏
外
で
問
題
は
な

い
の
か
。

答
弁 

市
長�

市
の
財
政
負
担
減

と
庁
舎
移
転
の
早
期
進
捗
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
公
益
上
必

要
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

会
議
所
移
転
経
費
中
、

市
負
担
分
３
千
万
円
は
高
額
で
、

公
金
納
税
者
に
説
明
が
つ
く
資

料
は
提
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長�

金
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
同
所
か
ら
見
積
書
や
実

績
等
の
提
出
を
い
た
だ
い
て
手

続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問  

創
建
ビ
ル
は
築
40
年
。

同
社
に
は
無
用
な
長
物
的
物
件
。

市
は
寄
付
受
納
後
、
同
所
に
無

償
貸
与
が
早
々
に
決
定
。
今
後

ビ
ル
維
持
管
理
は
市
民
負
担
と

な
り
ま
す
。
一
般
市
民
は
公
共

施
設
使
用
の
場
合
、
使
用
料
を

払
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
差
別

化
で
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長�

ビ
ル
無
償
貸
与
は

難
航
し
た
同
所
の
移
転
先
を
創

建
ホ
ー
ム
か
ら
市
の
活
性
化
に

資
す
る
た
め
の
寄
付
で
あ
り
、

意
向
を
考
慮
し
、
無
償
貸
与
の

議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問  

就
任
６
年
目
の
市
長
は

会
頭
に
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
て

い
る
の
で
は
。
会
頭
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長�

会
頭
に
は
様
々
な

経
験
が
あ
り
、
行
政
と
の
連
携

や
、
私
の
み
な
ら
ず
色
々
な
方

と
親
交
が
あ
り
、
ご
協
力
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

質
問  

創
建
ビ
ル
は
民
間
で
の

賃
貸
の
場
合
、
年
額
５
百
万
円

か
ら
１
千
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、

答
弁
の
根
拠
は
。

答
弁 

市
長�

近
い
事
例
と
し
て
、

市
水
道
局
分
庁
舎
を
参
考
に
答

弁
い
た
し
ま
し
た
。

質
問  

会
議
所
会
員
数
９
９
２

名
。
運
営
の
原
資
は
市
補
助
金

２
４
０
万
円
余
。
そ
の
他
は
。

答
弁 

市
長�

会
議
所
運
営
は
会

費
が
中
心
で
、
補
助
金
は
市
内

の
消
費
喚
起
や
市
内
商
品
券
の

発
行
事
業
あ
る
い
は
、
商
業
の

振
興
を
目
的
と
し
、
交
付
金
事

業
費
は
約
９
百
万
円
で
す
。

質
問  

市
国
保
税
の
滞
納
者
は

３
５
４
人
で
所
得
２
０
０
万
円

未
満
が
３
０
０
人
（
約
85
％
）

で
す
。
滞
納
者
の
差
押
は
16
件

で
収
納
率
42
・
17
％
、
執
行
停

止
は
１
５
３
件
（
２
０
，
５
７

８
，
１
５
８
円
）
で
す
。

　
滞
納
者
へ
の
国
保
・
資
格
証

明
書
等
の
発
行
は
、
医
療
権
・

生
存
権
を
奪
う
こ
と
に
な
り
、

直
ち
に
中
止
す
べ
き
で
す
。

答
弁 

市
長�
資
格
証
の
発
行
は
、

特
別
の
事
情
（
事
業
休
止
・
病

気
な
ど
）
の
有
無
の
把
握
を
適

切
に
行
い
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

質
問  

①
45
才
夫
婦
・
子
ど
も

２
人
の
家
族
構
成
で
所
得
２
０

０
万
円
の
場
合
は
、
竹
原
市
の

国
保
税
・
住
民
税
な
ど
合
計
支

出
額
（
試
算
）
は
。
②
同
家
族

構
成
の
生
活
保
護
費
は
。
③
高

い
市
国
保
税
は
市
民
生
活
を
脅

か
し
て
お
り
、
憲
法
25
条
の
生

存
権
を
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

①
合
計
支
出
額
は

約
75
万
円
（
国
保
税
35
・
１
万

円
、
国
民
年
金
約
39
・
７
万
円
、

住
民
税
０
・
55
万
円
、
所
得
税

な
し
）
。
②
同
家
族
の
生
活
保

護
費
は
年
額
約
２
１
０
万
円
で

す
。
③
低
所
得
者
に
は
保
険
税

軽
減
や
納
付
相
談
を
行
い
、
生

活
困
窮
者
に
は
生
活
保
護
で
救

済
さ
れ
ま
す
。

質
問  

18
歳
未
満
の
子
ど
も
世

帯
の
国
保
税
の
負
担
軽
減
は
、

子
育
て
支
援
か
ら
も
実
施
す
べ

き
で
す
。
市
長
の
対
応
は
。

答
弁 

市
長�

市
独
自
の
国
保
税

軽
減
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
の
均
等
割
の
軽
減
措
置

は
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
へ

要
望
し
ま
す
。

質
問  

危
険
度
ラ
ン
ク
６
（
倒

壊
等
の
危
険
性
が
高
い
状
態
）

の
空
き
家
数
・
そ
の
対
応
は
。

答
弁 

市
長�

ラ
ン
ク
６
は
41
件

（
Ｈ
27
年
度
調
査
）
で
周
辺
部

に
影
響
が
あ
る
と
判
断
し
た
空

き
家
は
23
件
、
う
ち
18
件
は
解

体
し
、
残
り
は
５
件
と
新
た
に

追
加
し
た
３
件
の
計
８
件
で
す
。

所
有
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け

て
改
善
に
努
め
ま
す
。

質
問  

本
川
自
治
会
の
空
き
家

問
題
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

所
有
者
に
適
正
な

管
理
を
行
う
よ
う
、
文
書
通
知

を
行
い
ま
し
た
。

　
直
ち
に
倒
壊
の
恐
れ
は
な
い

認
識
で
す
が
、
建
物
の
状
態
や

周
辺
へ
の
影
響
に
応
じ
、
段
階

的
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●高い国保税の生存権と子育て支援について

●竹原市の空き家対策について 動 画

宇
う の

野　武
たけのり

則
●行財政改革について ●市営住宅管理について
●区画整理事業について ●県合同庁舎問題について
●商工会議所関連について

動 画

たけはら市議会だより2024（令和 6 年）2 月 第 115 号（ 8 ）一 般 質 問



質
問  

子
育
て
サ
イ
ト
開
設
の

要
望
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
の
子
育
て
支
援
の
拡
充

等
の
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

必
要
と
す
る
情
報

が
必
要
と
す
る
人
に
確
実
に
届

け
ら
れ
る
こ
と
で
、
関
係
者
間

で
の
情
報
が
共
有
し
や
す
く
な

る
よ
う
、
他
市
の
先
進
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果

的
な
情
報
発
信
を
目
指
し
、
サ

イ
ト
の
更
新
や
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
活
用
を
含
め

た
財
源
確
保
に
努
め
る
中
で
、

事
業
の
優
先
度
・
費
用
対
効
果

も
勘
案
し
な
が
ら
、
子
育
て
支

援
策
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

不
登
校
支
援
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
の
取
組
と
、
学
校
教
育
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
成
果
と
課

題
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

学
校
か
ら
定
期

的
に
連
絡
を
行
う
な
ど
、
当
該

児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
と

の
繋
が
り
が
切
れ
な
い
よ
う
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
学
校
教
育
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
家
庭
訪
問

を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
行
え

て
い
な
か
っ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
学
校
や
教
育
委
員
会
だ

け
で
な
く
、
庁
内
に
お
け
る
関

係
部
署
、
福
祉
や
医
療
な
ど
そ

の
他
多
く
の
関
係
機
関
な
ど
多

様
な
主
体
が
協
働
し
、
包
括
的

に
支
援
す
る
地
域
ま
る
ご
と
支

え
あ
い
体
制
づ
く
り
事
業
の
中

で
支
援
を
引
き
継
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問  

出
生
数
の
減
少
に
よ
り
、

予
想
さ
れ
た
以
上
の
児
童
生
徒

数
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
の
統
合
再
編
の
方
向

性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

今
年
度
の
出
生

数
に
つ
い
て
も
多
少
は
回
復
す

る
も
の
の
、
令
和
３
年
度
以
前

の
数
に
は
戻
ら
な
い
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
２
か
年
度
の

出
生
数
の
状
況
を
も
っ
て
適
正

配
置
計
画
の
見
直
し
を
行
う
に

は
時
期
尚
早
と
考
え
て
お
り
、

今
後
の
出
生
数
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
け
る
市
立
中
学
校

等
を
卒
業
し
た
生
徒
の
市
内
高

等
学
校
へ
の
進
学
状
況
等
を
踏

ま
え
て
必
要
な
対
応
策
を
検
討

し
、
県
教
育
委
員
会
と
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問  

市
内
各
所
に
密
生
し
て

い
る
竹
林
は
、
土
砂
災
害
予
防

や
生
態
系
維
持
の
た
め
に
間
伐

を
す
る
な
ど
、
適
正
な
管
理
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
竹
材

の
利
活
用
推
進
へ
の
竹
原
市
と

し
て
の
取
組
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答
弁 
市
長�

竹
林
の
管
理
に
付

い
て
は
防
災
の
観
点
か
ら
、
パ

ト
ロ
ー
ル
監
視
等
に
よ
り
災
害

の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
他
、

「
森
づ
く
り
交
付
金
」
を
活
用

し
、
防
災
・
減
災
型
森
林
整
備

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
竹
材
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

竹
を
テ
ー
マ
と
し
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
は
じ
め
、
竹
細

工
製
品
を
各
種
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
販
売
や
製
作
体
験
を

行
う
と
と
も
に
、
竹
作
品
を
三

原
駅
や
広
島
空
港
な
ど
各
所
に

展
示
す
る
な
ど
し
て
、
竹
製
品

の
魅
力
や
価
値
を
広
く
発
信
し

て
い
ま
す
。

質
問  

市
民
の
安
全
安
心
確
保

の
た
め
の
防
犯
環
境
整
備
事
業

と
し
て
、
道
路
・
交
差
点
・
公

園
等
に
地
域
防
犯
活
動
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
事
や
設
置
事
業
へ
の

補
助
制
度
を
創
設
す
る
事
へ
の

考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
、
事
件
・
事
故
の
原
因

究
明
や
再
発
防
止
の
対
策
に
有

効
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
主
要
施

設
や
敷
地
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
関
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
他
の
自
治
体
の
導
入
例
や

地
域
の
声
も
踏
ま
え
た
対
応
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問  

平
成
23
年
に
制
定
さ
れ

た
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
に
は
、

自
治
体
は
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
を
策
定
す
る
よ
う
に

努
め
る
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

竹
原
市
は
現
在
未
策
定
で
あ
り

ま
す
。
竹
原
市
と
し
て
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

答
弁 

教
育
長�
現
在
は
「
第
６

次
竹
原
市
総
合
計
画
」
や
「
竹

原
市
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
基
本
方
針

を
定
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
涯

に
渡
り
楽
し
め
る
環
境
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
第
２
条
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市

民
の
皆
様
に
お
示
し
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
むらかみ

上 まゆ子 
●子育て支援の拡充と今後の少子化対策について
●不登校児童生徒に対する取り組みについて
●竹原市立学校適正配置計画について

動 画

蕎
そ ば た

麦田 俊
と し お

夫 
●竹林の管理と竹材の利活用について
●市民の安全安心確保への取り組みについて
●スポーツ基本法への対応について

動 画
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１１月　１日　佐賀県鹿島市議会来庁
１１月　５日　民生都市建設委員会行政視察（～７日）
　　　　　　　大分県臼杵市，大分市，豊後高田市
１１月　６日　高知県土佐市議会来庁
１１月　７日　和歌山県海南市議会来庁
１１月　８日　総務文教委員会行政視察（～１０日）
　　　　　　　東京都大田区，日野市，府中市
１１月１５日　京都府八幡市議会来庁
１１月２０日　宮城県栗原市議会来庁
１１月２１日　議会運営委員会
１１月２８日　民生都市建設委員会
１２月　６日　議会運営委員会
１２月１０日　中央環境衛生組合全員協議会
１２月１２日　本会議
１２月１４日　総務文教委員会
１２月１５日　民生都市建設委員会
１２月１８日　本会議

１２月１９日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　　民生都市建設委員会
１２月２２日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　会派代表者会議
１２月２８日　 中央環境衛生組合定例会
　１月１５日　滋賀県高島市議会来庁
　１月１６日　議員研修会
　１月１７日　広島県水道広域企業団全員協議会
　１月２２日　総務文教委員会
　１月２３日　特別交付税要望（東京）
　１月２５日　民生都市建設委員会

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は４回行いました（12/12，12/19，1/11，1/16）。

質
問  

現
在
、
竹
原
市
に
お
い

て
消
防
格
納
庫
が
26
ヶ
所
存
在

し
、
内
６
ヶ
所
は
旧
耐
震
構
造

の
ま
ま
で
、
築
年
数
が
75
年
を

経
過
し
て
い
る
建
物
も
あ
り
ま

す
。
格
納
庫
の
現
状
と
機
能
維

持
の
た
め
の
対
応
は
。
ま
た
、

団
員
確
保
の
た
め
に
行
政
と
各

分
団
の
連
携
を
密
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�
本
市
の
消
防
団
員

数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

か
ら
定
数
を
３
９
５
人
に
改
め

て
お
り
、
充
足
率
は
87
・
８
％

で
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
等

に
伴
い
、
全
国
的
に
も
団
員
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

本
市
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
消
防
格
納
庫
に
つ
い
て
は
、

そ
の
多
く
で
老
朽
化
が
進
行
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
補
修
・
修
繕

に
よ
り
施
設
維
持
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
全
団
員
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

意
見
を
集
約
し
た
う
え
で
検
討

す
る
場
を
設
け
、
連
携
を
深
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
施
設
の
更
新
や

集
約
化
も
視
野
に
入
れ
、
整
備

方
針
に
つ
い
て
、
早
期
に
決
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

不
登
校
児
童
生
徒
に
対

し
て
、
色
々
な
策
を
講
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
毎
年
不
登

校
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
学

校
づ
く
り
が
多
様
化
す
る
不
登

校
対
策
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
た
め
に
も
次
の
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
、
出
席
日
数
で
判

断
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
義
務

教
育
の
期
間
で
何
を
学
ぶ
か
、

何
を
習
得
す
べ
き
か
を
重
視
し

た
施
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

教
育
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

不
登
校
の
児
童

生
徒
全
て
の
学
び
の
場
を
確
保

し
、
学
び
た
い
と
思
っ
た
と
き

に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
学
校
以
外
の

学
び
の
場
の
提
供
や
相
談
窓
口

の
周
知
、
一
人
一
台
端
末
を
用

い
た
学
び
の
場
や
時
間
の
確
保

を
図
り
、
学
習
内
容
の
定
着
に

努
め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
ず
、
「
チ

ー
ム
学
校
」
で
支
援
を
行
う
ほ

か
「
み
ん
な
が
安
心
し
て
学
べ

る
」
場
所
に
出
来
る
よ
う
、
地

域
・
各
家
庭
と
相
互
に
理
解
や

連
携
し
な
が
ら
、
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

川
かわもと

本　　円
まどか

 
●竹原市消防団施設及び団員確保について
●不登校児童生徒に対する取り組みについて 動 画
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質
問  

現
在
、
竹
原
市
に
お
い

て
消
防
格
納
庫
が
26
ヶ
所
存
在

し
、
内
６
ヶ
所
は
旧
耐
震
構
造

の
ま
ま
で
、
築
年
数
が
75
年
を

経
過
し
て
い
る
建
物
も
あ
り
ま

す
。
格
納
庫
の
現
状
と
機
能
維

持
の
た
め
の
対
応
は
。
ま
た
、

団
員
確
保
の
た
め
に
行
政
と
各

分
団
の
連
携
を
密
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�

本
市
の
消
防
団
員

数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

か
ら
定
数
を
３
９
５
人
に
改
め

て
お
り
、
充
足
率
は
87
・
８
％

で
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
等

に
伴
い
、
全
国
的
に
も
団
員
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

本
市
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
消
防
格
納
庫
に
つ
い
て
は
、

そ
の
多
く
で
老
朽
化
が
進
行
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
補
修
・
修
繕

に
よ
り
施
設
維
持
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
全
団
員
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

意
見
を
集
約
し
た
う
え
で
検
討

す
る
場
を
設
け
、
連
携
を
深
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
施
設
の
更
新
や

集
約
化
も
視
野
に
入
れ
、
整
備

方
針
に
つ
い
て
、
早
期
に
決
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議員研修会を開催

　
１
月
16
日
、
元
廿
日
市
市
副

市
長
で
、
地
方
議
員
研
究
会
統

括
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
川
本
達

志
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
「
予

算
・
決
算
の
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
」

に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
地
方
財
政
制
度
の
基
本
か
ら

他
市
の
目
的
別
事
業
説
明
書
の

事
例
な
ど
、
主
に
予
算
審
査
に

つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
予
算
は
「
事
務
事
業
計
画
」

の
束
で
、
今
後
の
財
政
運
営
計

画
の
初
年
度
分
計
画
で
あ
り
、

審
査
で
は
最
小
限
の
経
費
で
最

大
の
「
成
果
」
を
上
げ
る
か
を

審
議
す
べ
き
こ
と
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
竹
原
市
の
財
政
の
現

状
分
析
を
踏
ま
え
て
、
次
期
経

営
強
化
計
画
及
び
健
全
化
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
を
提
言
す
べ

き
で
は
な
い
か
、
と
も
言
わ
れ

ま
し
た
。

　
あ
っ
と
言
う
間
に
２
時
間
の

講
義
が
終
了
し
、
参
考
に
す
べ

き
こ
と
が
多
く
、
今
後
の
質
疑
、

質
問
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
田　
佳
男
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くわしくは会議録で…
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くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

▲広島県消防ポンプ操法大会に出場された選手

　
市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
い
ろ
い

ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
新
年
か
ら
能
登
半
島
地
震
と

羽
田
空
港
火
災
事
故
に
よ
り
、
多
く
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
慎
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興

・
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
被
災
以

降
、
閉
館
と
な
っ
て
い
た
か
ん
ぽ
の
宿

竹
原
は
、
関
係
機
関
と
の
約
１
年
の
協

議
を
経
て
、
令
和
５
年
12
月
25
日
に
手

続
き
が
す
べ
て
完
了
し
、
営
業
再
開
に

向
け
、
設
計
書
も
最
終
調
整
、
近
く
工

事
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い

た
県
道
吉
名
竹
原
線
に
つ
い
て
は
、
地

元
県
議
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
き
く

前
進
、
基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

広
島
県
西
部
建
設
事
務
所
か
ら
詳
し
く

経
過
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

地
元
説
明
会
も
開
催
の
予
定
で
あ
り
、

関
係
各
所
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
現
市
議
会
議
員
は
14
名
共
に
市
政
発

展
と
市
民
福
祉
向
上
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
民

各
位
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

�

宇
野　
武
則

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
村
上
ま
ゆ
子

　○
平
井

　明
道

　
　蕎
麦
田
俊
夫

　
　今
田

　佳
男

　
　堀
越

　賢
二

　
　宇
野

　武
則

編
集
後
記

地
域
防
災
の
要
と
し
て

《
特
集
後
記
》

　
消
防
団
は
市
町
村
の
消
防
機
関
で

家
屋
火
災
や
山
林
火
災
の
消
火
活
動
、

台
風
災
害
や
豪
雨
災
害
な
ど
大
規
模

災
害
時
の
被
災
者
の
救
助
や
救
出
活

動
、
災
害
防
御
活
動
な
ど
に
従
事
し
、

平
時
に
お
い
て
は
住
民
へ
の
防
火
指

導
や
負
傷
者
へ
の
応
急
手
当
指
導
、

巡
回
広
報
、
年
末
の
特
別
警
戒
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

て
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
竹
原
市
に
お
い
て
も
大
規
模
水
害

や
大
規
模
山
林
火
災
が
複
数
回
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
想
定
さ

れ
る
各
種
災
害
へ
の
対
応
と
し
て
、

訓
練
さ
れ
専
門
性
の
高
い
消
防
団
員

が
地
域
の
消
防
活
動
や
防
災
活
動
を

行
う
事
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
取
材
で
は
、
団
員

の
方
々
が
地
域
防
災
の
た
め
に
、
日

々
防
災
技
術
を
研
鑽
さ
れ
、
有
事
に

備
え
て
お
ら
れ
る
姿
を
伺
う
事
が
出

来
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
地
域
防
災
の

要
で
あ
り
ま
す
消
防
団
に
関
心
を
持

っ
て
頂
く
と
共
に
、
入
団
を
含
め
消

防
団
の
活
動
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

蕎
麦
田　
俊
夫

特  集
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